
農
業
施
策

　

農
業
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
農
業
を
次
世
代
へ
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
令

和
６
年
度
に
策
定
し
た
「
地
域

計
画
」
を
基
に
、
担
い
手
農
家
、

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
皆
様
等
と
の
継
続

的
な
協
議
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
を
行
い
、
地
域
農
業
の

様
々
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
や
町
の
支
援
事
業
を
有
効

に
活
用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

や
農
地
の
利
用
集
積
を
支
援
し
、

新
規
就
農
者
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
特
産
品
で
あ

る
み
か
ん
、マ
イ
ヤ
ー

レ
モ
ン
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
さ
ら
な
る

販
路
拡
大
や
高
品
質

化
、
６
次
産
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
三
重
県
で
実
施
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
「
県
営
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
紀
宝
中
部

２
期
地
区
」
に
お
い
て
、
高
岡

地
区
農
業
集
落
道
整
備
や
大
溝

用
水
改
修
工
事
、
井
田
地
区
平

見
池
堤
体
改
修
工
事
を
実
施
予

定
で
あ
り
ま
す
。

獣
害
対
策

　

獣
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

猟
友
会
員
に
よ
る
、
サ
ル
、
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
等
の
駆
除
に
対
し

「
有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
」
の
支

給
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
猟
友
会
員
の
確
保
を

図
り
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
現

在
は
、
狩
猟
免
許
の
更
新
、
及

び
新
規
銃
砲
所
持
許
可
の
取
得

に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
農
作
物
被
害
軽
減
の

た
め
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
猟
友
会
員

の
高
齢
化
が
進
み
、

担
い
手
の
育
成
が

課
題
で
あ
り
ま
す

た
め
、
令
和
８
年

度
か
ら
は
新
規
狩
猟

免
許
取
得
、
及
び
銃
砲

所
持
許
可
の
更
新
に
つ
い
て
も

補
助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
箱
罠
の
貸
し
出
し
を

行
う
こ
と
に
よ
り
有
害
個
体
の

頭
数
減
少
に
努
め
る
と
と
も
に
、

農
作
物
被
害
が
あ
る
農
地
に
つ

き
ま
し
て
は
、
侵
入
防
止
柵
設

次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓

置
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
被
害

の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
先
進
地
事
例
や
専

門
家
か
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

本
町
の
地
域
特
性
に
適
し
た
被

害
防
止
対
策
を
さ
ら
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　浅
里
地
区
地
滑
り
対
策

　

浅
里
地
区
地
滑
り
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
県
営
治
山
事
業
」

に
お
い
て
地
滑
り
箇
所
の
復
旧

工
事
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
令
和
８
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
上
部
斜
面
及
び
中
腹
斜

面
に
お
い
て
地
滑
り
を
防
止
す

る
た
め
の
ア
ン
カ
ー
工
を
施
工

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
災
害
復
旧
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
滑
り
に

よ
り
被
災
し
た
林
道
桐
原
浅
里

線
及
び
町
道
浅
里
幹
線
の
災
害

復
旧
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
８
年
度
の
完
成
に
向
け
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
施
策

　

林
業
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

森
林
経
営
管
理
制
度
に
基
づ
き

令
和
８
年
度
も
引
き
続
き
、
浅

里
地
区
に
お
い
て
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
み
え
森
と
緑
の
県

民
税
」
を
活
用
し
た
事
業
で
は
、

町
民
の
皆
様
の
生
活
に
密
接
に

関
連
す
る
公
園
や
通
学
路
な
ど

の
支
障
木
伐
採
を
は
じ
め
、
三

重
県
と
連
携
し
、「
災
害
に
強
い

森
林
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た

森
林
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

林
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

林
道
鮒
田
北
桧
杖
線
の
法
面
改

良
工
事
、
林
道
桐
原
浅
里
線
の

舗
装
工
事
及
び
林
道
橋
１
橋
の

橋
梁
修
繕
工
事
を
計
画
し
て
お

り
、
利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
林
道
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水
産
振
興

　

水
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
漁
業
者
の
皆
様
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
水
産
資
源
の
維

持
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ザ
エ
及
び
ア
ワ
ビ

等
の
水
産
資
源
回
復
の
た
め
の

県
営
藻
場
造
成
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
詳
細
設
計
が
完
了
し
、

令
和
８
年
度
か
ら
井
田
海
岸
に

お
い
て
工
事
着
手
予
定
で
あ
り

ま
す
。

基
盤
整
備
事
業

　

町
の
基
盤
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
基
本
目
標
に
、
社
会

基
盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

令
和
８
年
度
の
計
画
と
い
た

し
ま
し
て
、
町
道
王
子
谷
上
野

線
他
３
路
線
の
道
路
改
良
工
事
、

町
道
五
反
田
２
号
線
測
量
設
計

業
務
、
鵜
殿
地
区
の
石
橋
橋
梁

修
繕
工
事
、
神
内
地
区
の
近
石

１
号
橋
橋
梁
修
繕
設
計
業
務
及

び
修
繕
工
事
、
町
内
36
橋
の
点

検
・
健
全
度
診
断
業
務
、
町
道

鵜
殿
本
町
線
他
14
路
線
の
排
水

路
改
良
工
事
、
町
道
石
の
前
６

号
線
他
３
路
線
の
舗
装
工
事
、

町
道
谷
の
川
３
号
線
他
２
路
線

の
法
面
対
策
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

成
川
深
谷
地
区
浸
水
被
害
軽

減
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
護

岸
未
整
備
区
間
の
測
量
設
計
を

行
っ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
の

工
事
着
手
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

紀
宝
熊
野
道
路
・
新
宮
道
路

　
国
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
道

路
事
業
で
は
一
般
国
道
42
号
「
紀

宝
熊
野
道
路
」、「
新
宮
道
路
」
の

早
期
工
事
着
手
及
び
紀
伊
半
島
一

周
高
速
道
路
実
現
に
向
け
、
本
町

が
加
盟
す
る
各
同
盟
会
、
協
議
会

に
お
い
て
国
や
県
、
関
係
機
関
に

要
望
を
行
い
、
緊
密
な
連
携
の
も

と
、
引
き
続
き
事
業
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

熊
野
川
・
相
野
谷
川
治
水
対
策

　

河
川
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
新
宮
川
水
系
（
熊
野
川
）
河
川

整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
ハ
ー

ド
整
備
に
よ
る
浸
水
被
害
軽
減

対
策
と
し
て
引
き
続
き
河
道
掘

削
等
を
実
施
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
熊
野
川
・
相
野
谷

川
の
総
合
的
な
治
水
対
策
を
継

続
し
て
実
施
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
相
野
谷
川
未
整
備
護
岸
の

早
期
整
備
、
ま
た
掘
削
し
た
砂

利
に
つ
き
ま
し
て
は
、
井
田
海

岸
侵
食
対
策
に
養
浜
材
と
し
て
、

有
効
活
用
す
る
な
ど
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

三
重
県
事
業

　
三
重
県
の
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、
道
路
事
業
で
は
県
道
小
船

紀
宝
線
浅
里
バ
イ
パ
ス
整
備
を

は
じ
め
、
県
道
紀
宝
川
瀬
線
現

道
拡
幅
工
事
、
河
川
事
業
で
は
、

神
内
川
大
規
模
改
修
工
事
、
井

田
川
改
修
工
事
等
、
各
事
業
を

継
続
し
て
実
施
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
港
湾
・
海
岸
事
業
で
は
井
田
海

岸
侵
食
対
策
の
調
査
・
研
究
及
び

現
対
策
工
事
を
実
施
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
井
田
海
岸
侵
食
対
策
に

つ
い
て
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
後
も
県
、
関
係
各
位
と
緊
密

な
連
携
の
も
と
、
事
業
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
施
策

　
「
紀
宝
町
教
育
大
綱
」
に
基
づ

き
、
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の

振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
関
し
ま
し
て
は
、

「
紀
宝
町
学
校
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
全
体
像
を
示
す
中
で
、

現
行
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に

沿
っ
た
「
対
話
的
、
協
働
的
で
、

深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て
、

外
部
講
師
を
招
聘
し
公
開
授
業

研
究
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
す

べ
て
の
小
中
学
校
が
全
校
体
制

で
授
業
改
善
の
た
め
の
研
修
を

継
続
す
る
仕
組
み
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
の
指
導

力
の
向
上
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
学
び
の
保
障
と
、

さ
ら
な
る
学
力
の
向
上
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
紀
宝
町
学
力

向
上
推
進
協
議
会
」
を
核
と
し
、

教
職
員
の
授
業
改
善
の
成
果
を
共

有
し
合
い
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
学

ぶ
喜
び
を
実
感
し
、
よ
り
豊
か
な

学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
て
の
小
・
中
学
校
に
整
備

さ
れ
て
お
り
ま
す
一
人
一
台
の

学
習
用
端
末
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
学
校
に
お
い
て
日
常
的
に
積

極
的
な
利
活
用
が
さ
れ
て
お
り
、

令
和
７
年
度
に
端
末
の
更
新
を

終
え
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

関
連
機
器
と
こ
れ
ま
で
培
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
教
育
実
践
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働

的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
職
員
交
流
事
業

　

　
姉
妹
町
提
携
を
締
結
し
て
お
り

ま
す
石
川
県
中
能
登
町
と
の
教
職

員
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
７
年
度
は
相
互
に
訪
問
し
合

う
中
で
授
業
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
の
成
果
と
課
題
を
情
報
提
供

町道の整備

県営治山事業におい
て浅里地区の地滑り
箇所の復旧工事が進
められています。令
和８年度は、アンカー
工を施工予定です。

浅里地区地滑り対策

レモンとオレンジが
自然交雑したといわ
れる品種で、丸みが
かった形で果汁が多
く、まろやかな酸味
のレモン。

マイヤーレモン
災害に強いまちづく
りを進めるため、町
道や橋梁、排水路と
いった社会基盤の整
備、点検を行ってい
きます。

井田海岸侵食対策

河川の掘削で出た砂
利を養浜材として活
用するとともに、侵食
対策の調査・研究・対
策工事の要望を行っ
ています。
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